
人口を奪い合わない移住・交流促進事業～秩父市お試し居住モニターツアー～
（東京都豊島区・埼玉県秩父市）

・豊島区民（区内在住・在学・在勤）を対象に、姉妹都市である埼玉県秩父市への

お試し居住のモニターツアーを実施。

・両自治体は「消滅可能性都市」の指摘を受け、「地方との共生」「地方との共生」「地方との共生」「地方との共生」のあり方の検討を

始めた。その中で、両自治体協働で、「生涯活躍のまち」を推進することとなった。

本事業は互いを補完する形での移住・交流促進としての試み。

・秩父市の観光、移住者の活動・体験談、参加者交流会、空き家バンク推進委員

会委員長からの講演、伝統・文化体験、お試し居住住宅見学を実施。1泊2日。

担当 政策経営部 企画課

取組概要 人口 287,111人（H30.1.1現在）

お試し居住モニターツアー募集チラシ

・当該ツアーには9組23名参加、うち2組が実際に秩父市への移住（二地域居住組が実際に秩父市への移住（二地域居住組が実際に秩父市への移住（二地域居住組が実際に秩父市への移住（二地域居住
等）等）等）等） を検討を検討を検討を検討。少ない経費（約40万円）で効果をあげ、費用対効果が高かった。
・人口を奪い合うことなく人口を奪い合うことなく人口を奪い合うことなく人口を奪い合うことなく、かつ単なる移住に終わらない、両自治体間をアク
ティブに行き来し、にぎわいを生み出す契機になった。
・一過性ではなく、継続的に移住・交流が進むという両自治体のＷＩＮ－ＷＩＮの
関係により、東京23区と地方都市の共生実現のモデルケースとなった。

・移住してほしいと考えている自治体移住してほしいと考えている自治体移住してほしいと考えている自治体移住してほしいと考えている自治体
（地方都市）が実施するのではなく、（地方都市）が実施するのではなく、（地方都市）が実施するのではなく、（地方都市）が実施するのではなく、
移住者を送り出す側（豊島区）の自移住者を送り出す側（豊島区）の自移住者を送り出す側（豊島区）の自移住者を送り出す側（豊島区）の自
治体が提案した事業治体が提案した事業治体が提案した事業治体が提案した事業であること

取組の効果

・連携する自治体相互のメリットを模
索し、ＷＩＮ－ＷＩＮの関係を構築す
ること

・短期的な成果ではなく、中長期的な
成果を目指すこと

創意・工夫した点 他団体へのアドバイス
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